


1912
（明治45年）

県立図書館設立
鴨池動物園開園

1914
（大正3年）

第一次世界大戦
桜島大正噴火

1920
（大正9年） 大正デモクラシー

1923
（大正12年） 関東大震災

1925
（大正14年） NHKラジオ放送開始

1929
（昭和4年）

世界恐慌
南薩鉄道全通

1932
（昭和7年）

5・15事件
日豊本線全通

1933
（昭和8年） 国連脱退

1935
（昭和10年）

NHK
鹿児島放送局開設

1937
（昭和12年） 日中戦争

1941
（昭和16年）

太平洋戦争
真珠湾攻撃

1942
（昭和17年） 知覧陸軍飛行場完成

1945
（昭和20年） 終戦

1912（明治45年）鴨池動物園開園

1914（大正3年）桜島大正噴火
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大正から終戦まで

薩摩

150年を振り返って

の
Satsuma's

locus

第三回

大正元年（1912）の暮れ、鹿児島電気軌道が武之橋
～谷山間に電車を走らせました。利用客の増加を
狙って大正5年（1916）、「鴨池動物園」を開園。東
京、京都、大阪に次いで日本で四番目の早さです。
正門右手が動物園。当初はサル・オウム・九官鳥ぐ
らいしかいませんでしたが、徐々にゾウなどの大
型動物が加わりました。園舎のほか、煙突の外周を
利用した滑り台やシーソーなどの遊具も。左手は
遊園地で、半分をボート池が占め、その周囲を一周
する子供用の汽車、野外劇場や小さな水族館もあ
りました。昭和3年（1928）、鹿児島市が鹿児島電
軌を買い取ると、動物園も市の所管に移ります。鴨
池動物園前電停は高架駅で、園内の土手上を線路

1779年（安永8年）年11月8日に発生した安永噴火で、噴火と降灰は20
年ほど続き島民を苦しめました。それから110年後の1914年（大正3
年）1月12日に桜島が再び大爆発。この噴火により死者58人、噴火にと
もなう地震で鹿児島市内でも生垣や家屋が倒壊するなどの影響があり
ました。大量に流れ出した溶岩により、桜島と大隅半島が陸続きになっ
たほか、降り注いだ軽石と火山灰により農作物などにも甚大な被害を与
えました。

が通っていたそう。昭和47年（1972）に、環境の
悪化や敷地の狭さを理由に平川へ移転。その名残
は、鴨池イオン敷地内の動物ブロンズ像・レリー
フのほか、鴨池児童公園のアーチ型に開いた石造
りの壁などに見ることができます。

1935（昭和10年）鹿児島でラジオ放送がスタート
日本初のラジオ放送が1925年3月22日。それから10年後の1935年
10月26日にNHK鹿児島放送局が開局しました。開局当時は天保山町
に送信所を構えていたそうです。1925年当時、ラジオの受信機は輸入
品しかなく、小さな家1件分と言われていましたが、1930年初頭には
国産品も出回り、都市部で爆発的に普及し、1935年当時は小学校教員
の初任給55円とほぼ同価格となりました。それでも開局当時の普及率
は約10％と、1台のラジオに大勢が耳を傾けるといった風景が当時の
鹿児島にも見られたそうです。

軌跡
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大正～終戦までの主な出来事

鹿児島市鴨池地区に鹿児島市営
水陸両用飛行場が建設

1942（昭和17年）右書き→左書き
現在、日本語の横書きは左から右に向かって書きますが、そもそも横書
きするのは店名などを横長の看板に書くときに限られ、縦書きと同じよ
うに右から左に向けて書かれていました。（１行１文字の縦書き）。
明治以降西洋文化の影響で、左から右への横書きが入ってきた事で、事
態がややこしくなり、両方の書き方がこんざいすることになりました。
大正時代の新聞広告を見るとよくわかります。
昭和17年に文部省の主導で左書きへの統一が打ち出されますが、戦時
中なので欧米文字の並びに揃える事に反対する意見も多く、新聞をはじ
め、左書きに踏み切るところはあまりありませんでした。左書きが定着
するは、やはり終戦後で、新聞社が左書きに統一した事からでした。

ナショナル国民受信機1号（新K-1型）1934年
http://www.japanradiomuseum.jp/indetmlより転載

桜島の大正大噴火で火山灰に覆われた鹿児島市街
NYPL Picture Collection -- Illustrated London News

　今年、2018年は明治維新から150年という節目を迎えます。我等が薩摩藩はその改革に大きく
貢献し、現代日本を創ったと言っても過言ではありません。そこで鹿児島県が歩んだ150年を様々
な視点から振り返ってみたいと思います。
　今年は鹿児島が舞台の大河ドラマも放映され、多くの観光客も見込まれています。これを機会に
鹿児島の歴史・文化など知識をもっと深めましょう!


